
国土交通省における最近のとりくみ等 

令和元年５月３１日 

関東地方整備局 地域河川課 

東京都管理河川の氾濫に関する減災協議会資料 
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 

（１）関係機関の連携体制 

・ 国及び都道府県管理河川のすべての対象河川において、水防法   
 に基づく協議会を設置 
・ 協議会に利水ダム管理者やメディア関係者など多様な関係機関の 
 参画 
・ 土砂災害への防災体制、防災意識の啓発などに関する先進的な 
 取り組みを共有するための連絡会を設置 

 
 

①情報伝達、避難計画等に関する事項 

（２）円滑かつ迅速な避難のための取組 

・ 要配慮者利用施設における避難確保：避難確保計画の作成を進 
 めるとともにそれに基づく避難訓練を実施 
・ 他機関連携タイムライン：多くの関係機関が防災行動を連携して実 
 施することが必要となる都市部等の地域ブロックで作成 
・ 防災施設の機能に関する情報提供：ダムや堤防等の施設の効果 
 や機能、避難の必要性等に関して住民等に周知   等 
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 

②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 

（２）円滑かつ迅速な避難のための取組 

・ 防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者 
 等と連携して決定し、指導計画の作成支援に着手 
 
・ 共助の仕組みの強化：地区防災計画等の作成促進、地域の防災リー 
 ダー育成を推進 
 
・ 住民一人一人の適切な避難確保：マイ・タイムラインの作成等を推進 
 
・ リスク情報の空白地帯の解消：ダム下流部の浸水想定図の作成・公表、 
 土砂災害警戒区域等の指定の前提となる基礎調査の早期完了   
                                            等 



授業の様子（理科：流れる水のはたらき） 

授業の様子（社会科：私たちの生活と環境） 

 
・学校区の近くを流れる鰐川周辺を、浸水
想定区域図を使用して、水害リスクを学習 
 
・水害を防ぐための工夫について、流れる水
の働きを根拠に、グループで協議。 
 
・これまでの授業で、子供達から意見が出た
場所、施設を、現地の写真を使って学習。 

【概要】 

• 稲敷市で霞ヶ浦河川事務所と教育委員会や小学校の先生などが共同で作成した教材を参考に、地域の情報を入れて編集した資

料を使って、潮来市立延方小学校で授業を実施。（平成29年度は、稲敷市立あずま東小学校で試行授業を実施。） 

• 次年度、市内の全小学校へ展開するため、各小学校の先生を集め、平成30年10月26日に公開授業を実施。 

霞ヶ浦流域における水防災・環境教育の実施（潮来市立延方小学校） 

概要説明（水防災教育の主旨説明） 

授業後の研究協議（工夫、反省点、質問） 

【実施結果】 

• 各クラスの先生が、霞ヶ浦流域で作成した教材を潮来市を流れる川、施設を中心に説明。 

• 先生自身が、事務所への協議や、提供した被災写真と同じ場所の現在について、比較の写真を撮るなど工夫がされている。 

• 生徒たちから自分の家の近く、行ったことがある場所と発言があり、地域の問題として関心・意欲を高める事ができていた。 

 
・自分たちの身近な地域で自然災害が起き
た場合に困ることを考え、グループで協議。 
 
・地域の水害による被災時の写真と現在の
復旧後の写真、施設等の写真を提示して、
国や地方自治体の役割を学習。 
 
・自然災害から身を守るためにどのような取
組が行われているのかを学習。 
 

霞ヶ浦流域大規模氾濫に 
関する減災対策協議会 
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●防災教育の開催支援（教職員向け） 
○平成30年8月22日(水)に、加須市の市立小中学校教職員、保護者・学校応援団等を対象に開催された、主に洪水氾
濫を想定した防災教育研修会の支援を実施した。 
 研修会では、河川管理者による洪水氾濫に関する講話や洪水ハザードマップの説明、参加者による防災教育の情報交換、
降雨・自然災害の体験を行った。 

①利根川上流河川事務所による 
講話の様子 

②各小中学校における防災教育の現状と 
課題に関わる意見交換の様子 

③降雨・自然災害体験の様子（降雨体験車、自然災害 
体験車による災害体験を実施） 

④降雨体験車による豪雨の体験の様子 
※出典：テレビ埼玉 ニュース映像 ※出典：テレビ埼玉 ニュース映像 

屋内 屋外 

参加者の感想 

■講話を振り返って 
○カスリーン台風の被害を実際の
映像を見せていただいたので、実感
をもって危機感をもった。 
○加須市の洪水ハザードマップが
ある事を知らなかった。自宅がどの
位、浸水するか、どの方向に逃げた
り避難する場所が分かったので、家
族でも話し合いしたい。 

■防災教育について課題に感じてい
ることと情報交換して感じたこと 
○学校では、震災や火災の避難訓
練を行うが、水害については対策をし
ていない。 
○ 水害・避難訓練も行っているが、
自分の身に起こりうるという事が、なか
なか伝わりにくい。 
○ 教員に知識が足りていないことが
大きな課題。 

■体験を通して感じたこと 
○雨量等、数値で示されて
もわからないが体験すること
で立っていること自体の困難
さが実感できた。 
○300mmの風雨にさらさ
れたら息もできないのではな
いかと恐怖を感じた。 

・洪水氾濫に詳しくない教員にとって貴重な体験と情報交換の場となった。 

防災教育の取組（教職員向け研修会） 
利根川上流域大規模氾濫に 
関する減災対策協議会 

18 



【2019年キャッチフレーズ】 

「避難の声かけ、安全の確認」 

今年の「土砂災害・全国防災訓練」(概ね6月に実施)では、昨年の災害
で地域の住民や家族が声をかけあうことで避難が進んだ事例が各地で報告
されていることから、地域内での声かけにより避難する取り組みや、安全
を確認する訓練を重点的に実施する予定です。 

避難の声かけ 安全の確認 

避難しましょう！ 

避難しましたか？ 

国土交通省 砂防部 

2019年「土砂災害・全国防災訓練～普段の備えが、命を守る～」の実施 
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 「マイ・タイライン」を軸に、防災・減災の活動を地域に根づかせるため、住民の 
 マイ・タイムライン作成をサポートする活動が出来る人を「マイ・タイムラインリーダー」と  
 して認定し、その活動を普及していくもの 

マイ・タイムラインリーダー認定制度とは 

■協議会が主催する 
  マイ・タイムラインリーダー認定講座を受講 

◆マイ・タイムラインリーダーとして認定されるまでの流れ 

認定講座の様子 

申請書 
  提出 

マイ・タイムラインリーダーが、マイ・タイムライン作成講座
を開催する際の工夫点やシナリオ例を記載 

逃げキッド活用ガイド 

■マイ・タイムラインリーダー認定 

マイ・タイムラインリーダー認定証の発行 

講師・講師補助を務めた回数によって昇級 

認定後は・・・ 

認定証 

鬼怒川・小貝川上・下流域大規模
氾濫に関する減災対策協議会 
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平成30年度マイ・タイムラインリーダー認定講座の実施概要 

マイ・タイムラインリーダー認定講座を全６自治体で、延べ２５１名に実施し、全国初のマ
イ・タイムラインリーダーとして２０２名を認定した。３月１０日には、マイ・タイムラインリー
ダー主導による初めての作成講座を実施した。 

①マイ・タイムラインリーダー認定講
座 【実施日時・実施箇所】 

１月１９日（日）常総市役所         
１月２４日（木）下野市役所         
１月２７日（日）龍ケ崎市文化会館     
１月２９日（火）塩谷町役場         
２月 ３日（日）つくばみらい市役所 
２月 ９日（日）下妻公民館 

②マイ・タイムラインリーダー認定証授与式 

【実施日時・実施場所】 
２月２７日 龍ケ崎市  
３月 ５日 下妻市 
３月１０日 つくばみらい市  

③マイ・タイムラインリーダーによる作成講座 

【実施日時・実施場所】 
３月１０日 つくばみらい市 
【参加者】 
谷井田地区住民 約５０名 
リーダー      約１５名         

※式を開催しない市町では、 
            認定証を郵送  

リーダー 
住
民 

リーダー 

講師として作成講座を実施 

リーダー 

住民 

リーダー 

住民 

住民 

ハザードマップの見方をフォローしたり、作業のやり方について
補完し、受講者の作業を手助けしてくれました。 

講師補助として作成講座をお手伝い 

住民 
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 

③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項 

（２）円滑かつ迅速な避難のための取組 

・ 危機管理型ハード対策：決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構造 
 の工夫を実施する箇所の拡充 
 
・ 危機管理型水位計：災害時に危険性を確認できるよう、機能を限定した 
 低コストの水位計を設置 
 
・ 円滑な避難の確保：代替性のない避難所や避難路を保全する砂防堰堤 
 等の整備 
 
・ 簡易型河川監視カメラ：災害時に画像・映像によるリアリティーのある災害 
 情報を配信できるよう、機能を限定した低コストの河川監視カメラを設置   
                                            等 



“ワンコイン浸水センサー”の開発（H31～H32） 

  長期間メンテナンスフリーの 
  安価なセンサーを多数設置 

  ルーターを介してサーバに 
  情報を集約し面的に浸水を把握 

  家の床下のセンサーが 
  浸水したらアラームで住民通知 

【（図出典）下水道浸水被害軽減総合計画策定マニュアル（案）に加筆】 

「河川砂防技術研究開発公募」により、東京大学が光陽無線(株)・関東地整等と 
共同してH３１～H３２の２カ年で研究開発を行います。 

ワンコイン浸水センサーの特徴 
 〇「ワンコイン」サイズで、価格も「ワンコイン」 
 〇手軽にあらゆるところに設置可能 
 〇すべてのセンサー情報を一元集約し、可視化 
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 

①水防体制に関する事項 

（３）被害軽減の取組 

・ 重要水防箇所の共同点検：毎年、出水期前に重要水防箇所や水防資機 
 材等について河川管理者と水防活動に関わる関係者（建設業者を含む）が 
 共同で点検 
 
・ 水防に関する広報の充実：水防活動に関する住民等の具体的な広報を 
 検討・実施               等 



29 



30 



31 

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定 

（６）減災防災に関する国の支援 

・ 計画的・集中的な事前防災対策の推進：事前防災対策として地方公共団 
 体が実施する「他事業と連携した対策」「抜本的対策（大規模事業）」を支援 
 する個別補助事業を支援 
 
・ TEC-FORCEの体制・機能の拡充：大規模自然災害の発生に備えた初動対 
 応能力の向上 
                                            等 
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「統括防災官」等の防災組織の設置 
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組織体制 

水災害予報センター 

水災害対策センター 

「河川部水災害対策センター」の設置 

・洪水予警報、川の防災情報の提供 
・水位情報、水害リスクラインの提供 
・危機管理型水位計の設置、普及促進 
・簡易型河川監視カメラの設置 等 

・ハザードマップ、洪水浸水想定作成
支援 

・マイタイムライン作成支援 等               
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